
　

生
物
学
に
は
、
容
易
に
決
着
の
つ
か
な

か
っ
た
長
い
論
争
が
い
く
つ
か
あ
る
。
た

と
え
ば
、「
生
ま
れ
か
育
ち
か
（N

ature 
vs. N

urture

）」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
に

要
約
さ
れ
る
遺
伝
子
決
定
論
と
環
境
決
定

論
の
対
立
で
あ
る
。
古
く
は
「
前
成
説
」

対
「
後
成
説
」
と
い
う
形
を
と
り
、
現
在

で
は
知
能
や
性
格
の
遺
伝
の
問
題
な
ど
と

し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
科
学
の
発
展
と

時
代
思
潮
の
変
遷
に
つ
れ
て
、
天
秤
の
針

は
揺
れ
動
い
た
が
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
計
画
を

経
て
、遺
伝
子
の
作
用
が
明
ら
か
に
な
り
、

ほ
ぼ
決
着
が
つ
き
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

マ
ッ
ト
・
リ
ド
レ
ー
が
い
み
じ
く
も
「
生

ま
れ
は
育
ち
を
通
じ
て
（N

ature via 
N

urture

）」
と
い
う
言
葉
で
表
現
し
た

よ
う
に
、
遺
伝
子
が
基
本
を
決
め
て
は
い

る
が
、
そ
の
発
現
は
環
境
の
影
響
を
受
け

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
説
に

も
そ
れ
な
り
の
理
が
あ
る
と
い
う
、
無
難

な
結
論
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代
以
来
激
し

い
論
争
が
あ
っ
た
進
化
の｢

激
変
説
（
天

変
地
異
説
）｣

と｢

漸
進
説｣

に
つ
い
て

も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
進
化
の
要
因
と

し
て
、
絶
滅
の
よ
う
な
大
事
件
が
重
要
な

の
か
、
小
さ
な
変
化
の
累
積
的
な
効
果
が

重
要
な
の
か
と
い
う
議
論
で
あ
り
、
不

連
続
的
な
進
化
を
主
張
す
る
と
い
う
意

味
で
、
前
者
の
変
形
版
と
い
え
る
の
が
、

｢

跳
躍
説｣
や
「
突
然
変
異
説
」
で
あ
り
、

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド
ら

の
「
断
続
平
衡
説
」
も
こ
の
範
疇
に
入
る

だ
ろ
う
。
集
団
遺
伝
学
に
依
拠
す
る
ネ
オ

ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
で
は
、
漸
進
説
が
正
統

派
で
あ
る
が
、
進
化
の
歴
史
を
振
り
返
る

と
き
、
五
大
絶
滅
の
よ
う
な
事
件
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
ま
ぎ
れ
も
な

い
し
、
突
然
変
異
の
役
割
も
無
視
で
き
な

い
。
ま
た
し
て
も
、
二
者
択
一
は
成
り
た

た
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
ア
ラ
ン
・
デ
ケ
イ
ロ
ス
に
よ
る

本
書
『
サ
ル
は
大
西
洋
を
渡
っ
た
』
は
、

生
物
地
理
学
の
分
野
に
お
け
る
、
も
う
一

つ
の
重
大
な
科
学
的
論
争
の
歴
史
と
現
在

を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
世
界
に
は
、
自

然
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
っ
た
と
は
考
え
ら
れ

な
い
、
飛
び
地
状
の
分
布
を
し
て
い
る
生

物
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
、

そ
れ
を
創
造
説
否
定
の
論
拠
と
考
え
、『
種

の
起
原
』
の
第
一
一
章
と
第
一
二
章
に
お

い
て
、
そ
う
し
た
分
布
の
説
明
を
試
み
て

い
た
。
彼
の
説
明
は
、
か
つ
て
連
続
的
だ

っ
た
分
布
が
地
質
的
・
気
候
的
変
化
に
よ

っ
て
断
絶
し
た
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
漂

流
と
い
っ
た
、
た
ま
た
ま
の
手
段
に
よ
っ

て
分
布
を
ひ
ろ
げ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た

（
も
ち
ろ
ん
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
時
代
に
は
大

陸
移
動
説
ど
こ
ろ
か
、
遺
伝
学
さ
え
な
か

っ
た
の
で
、
科
学
的
根
拠
は
乏
し
く
彼
の

鋭
い
洞
察
力
だ
け
が
そ
う
し
た
考
察
を
な

し
え
た
。
と
は
い
え
彼
は
、植
物
を
例
に
、

生
物
が
海
を
越
え
て
移
動
で
き
る
か
を
問

う
実
証
的
な
研
究
も
し
て
い
た
）。

　

こ
の
二
つ
の
説
明
の
ど
ち
ら
が
本
当
で

あ
る
の
か
と
い
う
論
争
の
歴
史
が
本
書
の

主
題
で
あ
り
、
著
者
の
言
い
方
を
用
い
れ

ば
「
分
断
分
布
説
」
と
「
長
距
離
分
散
説
」

の
栄
枯
盛
衰
の
物
語
で
あ
る
。
生
物
地
理

学
は
、
地
質
学
、
古
生
物
学
、
系
統
分
類

学
な
ど
の
総
合
的
な
知
見
の
上
に
成
立
す

る
も
の
で
、
そ
れ
ら
の
学
問
の
発
展
に
大

き
く
影
響
さ
れ
る
。
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ

ク
ス
と
い
う
形
で
生
ま
れ
変
わ
っ
た
大
陸

移
動
説
は
、
こ
の
論
争
に
決
着
を
付
け
た

か
に
思
わ
れ
た
。
ゴ
ン
ド
ワ
ナ
大
陸

の
分
裂
と
新
大
陸
の
形
成
で
、
不
規

則
な
分
布
は
す
べ
て
説
明
が
で
き
る

と
さ
れ
、
分
類
学
に
お
け
る
分
岐
学

の
台
頭
と
あ
い
ま
っ
て
、
走
鳥
類
の

分
布
に
つ
い
て
の
よ
う
な
、
き
れ
い

な
お
話
が
次
々
と
語
ら
れ
た
。

　

し
か
し
、
分
子
時
計
や
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

の
塩
基
配
列
の
解
読
技
術
の
発
展
を

通
じ
て
、
分
断
分
布
説
が
前
提
と
し

て
い
た
年
代
や
分
岐
の
順
序
の
誤
り

が
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
へ

も
っ
て
き
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
に
お
い

て
、
海
を
越
え
る
長
距
離
分
散
の
実
例
が

発
見
さ
れ
、
天
秤
の
針
は
い
ま
や
「
長
距

離
分
散
説
」の
方
に
大
き
く
傾
い
て
い
る
。

著
者
は
、
そ
の
原
題
が
示
す
よ
う
に
、
サ

ル
（
新
世
界
ザ
ル
の
祖
先
）
を
含
め
て
、

あ
り
え
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い

た
長
距
離
分
散
が
、
生
物
界
に
お
け
る
か

な
り
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
と
し
、
こ
ち

ら
に
軍
配
を
上
げ
る
。

　

し
か
し
、
こ
ん
な
ふ
う
に
要
約
し
て
し

ま
え
ば
、
こ
の
本
の
面
白
さ
は
ほ
と
ん
ど

伝
わ
ら
な
い
。
論
争
に
か
か
わ
っ
た
多
数

の
学
者
の
実
際
の
研
究
と
、
そ
の
対
象
と

な
っ
た
多
様
な
生
き
物
、
舞
台
と
な
っ
た

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ワ
イ
諸
島
、
マ

ダ
ガ
ス
カ
ル
島
な
ど
の
自
然
、
学
者
た
ち

の
自
ら
の
世
界
観
へ
の
こ
だ
わ
り
、
発
見

の
喜
び
、
科
学
的
事
実
を
突
き
つ
け
ら
れ

て
の
転
向
な
ど
、
生
身
の
人
間
と
し
て
の

研
究
者
の
心
の
動
き
が
、
み
ご
と
な
語
り

口
で
綴
ら
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
一
級
品
の

科
学
読
み
物
で
あ
る
。

　

物
語
全
体
の
序
章
の
よ
う
な
形
で
、
ほ

と
ん
ど
ま
る
ま
る
一
章
を
費
や
し
て
書
か

れ
た
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ
ク
ス
理
論
の

受
容
に
至
る
波
乱
に
満
ち
た
軌
跡
は
、
そ

れ
だ
け
で
一
冊
の
本
と
し
て
成
立
す
る
も

の
で
あ
る
。
事
実
の
積
み
重
ね
と
、
学
説

が
発
展
し
て
い
く
過
程
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム

は
、
固
唾
を
の
む
ほ
ど
面
白
い
。

　

時
に
は
罵
り
あ
い
に
ま
で
な
る
激
し
い

学
問
論
争
も
、
や
が
て
は
事
実
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
く
。
だ
が
、
上
の

例
に
見
る
よ
う
に
、生
物
学
の
論
争
で
は
、

一
方
が
一
〇
〇
％
正
し
い
と
い
う
結
論
に

至
ら
な
い
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
自
然
は

例
外
に
満
ち
、
複
雑
な
の
で
あ
る
。

（
た
る
み
・
ゆ
う
じ　

翻
訳
家
、
サ
イ
エ

ン
ス
ラ
イ
タ
ー
）
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垂
水
雄
二

海という障壁を越えた
生物たちの自然史

アラン・デケイロス

《サルは大西洋を渡った　奇跡的な航海が生んだ進化史》
柴田裕之・林美佐子訳

アルダブラ諸島から海洋を６週間以
上漂流してタンザニアの海岸に流れ
ついたアルダブラゾウガメ（2004年）

「
あ
り
そ
う
も
な
い
、
稀
有
な
、
不
可
思

議
な
、
奇
跡
的
な
」
ル
ー
ツ
こ
そ
が
本
物

だ
っ
た
。
植
物
や
、
翅
の
な
い
昆
虫
、
塩

水
に
弱
い
両
生
類
や
サ
ル
な
ど
、「
海
越

え
」
が
で
き
な
い
は
ず
の
生
き
も
の
た
ち

が
、
大
海
原
を
渡
っ
て
分
布
を
広
げ
た
歴

史
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
で
出
現
し
た
霊
長
類
は
い
か

に
し
て
南
ア
メ
リ
カ
に
た
ど
り
つ
い
た
の

か
。
ど
の
よ
う
に
し
て
、「
走
鳥
類
」
と

呼
ば
れ
る
飛
べ
な
い
鳥
が
、
海
に
隔
て
ら

れ
た
あ
ち
こ
ち
の
陸
地
に
生
息
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
か
。
生
き
物
た
ち
の
「
不
連

続
な
分
布
」
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
、
長
年
の

あ
い
だ
標
準
的
説
明
と
さ
れ
て
き
た
分
断

分
布
説
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
変
革
が
起
き
始

め
て
い
る
と
著
者
は
い
う
。
新
た
に
浮
上

し
て
い
る
の
は
、
動
植
物
が
あ
ち
ら
の
陸

塊
か
ら
こ
ち
ら
の
陸
塊
へ
と
奇
跡
の
航
海

を
遂
げ
た
、
躍
動
感
と
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
満

ち
た
自
然
史
で
あ
る
。

　

コ
ン
ゴ
川
を
下
っ
て
東
ア
フ
リ
カ
か
ら

大
西
洋
の
島
に
至
る
カ
エ
ル
の
旅
や
、
恐

竜
の
海
越
え
と
い
っ
た
奇
跡
的
な
分
散
の

歴
史
を
追
っ
て
、
歴
史
生
物
地
理
学
の
世

界
を
覗
き
込
め
ば
、
プ
レ
ー
ト
テ
ク
ト
ニ

ク
ス
や
気
候
変
動
、
化
石
記
録
に
分
子
時

計
な
ど
の
幅
広
い
知
見
が
ひ
し
め
き
合
っ

て
い
る
。
個
性
豊
か
な
研
究
者
た
ち
が
、

生
物
の
来
歴
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
論
争
し

た
経
緯
も
、
本
書
は
臨
場
感
た
っ
ぷ
り
に

映
し
と
っ
て
い
る
。

　

読
み
進
む
に
つ
れ
て
ま
す
ま
す
「
あ
り

そ
う
も
な
い
度
合
い
」
の
高
い
海
越
え
の

事
例
が
登
場
す
る
の
で
、
そ
の
頂
点
ま
で

ど
う
か
お
見
逃
し
な
く
。
そ
れ
ら
は
「
私

た
ち
の
世
界
は
、
な
ぜ
今
こ
の
よ
う
な
姿

を
し
て
い
る
の
か
？
」
と
い
う
大
き
な
描

像
の
大
切
な
ピ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

「
地
球
上
の
生
命
が
た
ど
っ
た
道
は
、
ラ

ン
ダ
ム
で
、
あ
り
そ
う
も
な
い
出
来
事
に

た
び
た
び
翻
弄
さ
れ
、
新
た
な
道
へ
と
向

き
を
逸
ら
さ
れ
て
き
た
…
…
そ
の
た
ぐ
い

の
出
来
事
が
必
然
で
あ
る
歴
史
に
畏
敬
の

念
を
持
つ
べ
き
だ
」（
本
文
よ
り
）

［
生
物
学
］（
四
六
判
・
480
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

移転いたしました



　

幕
末
か
ら
明
治
へ
の
列
島
の
歩

み
は
、
暗
か
ら
明
へ
の
昇
華
で
は

な
い
。
そ
れ
は
列
強
に
よ
る
開
国

へ
の
圧
力
を
前
に
、
転
向
と
そ
の

隠
蔽
、
新
政
府
の
正
統
性
の
急
造

を
伴
い
つ
つ
近
代
国
家
建
設
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
過
程
だ
っ
た
。
そ

こ
で
は
、
植
民
地
化
へ
の
危
機
感

と
理
不
尽
へ
の
抵
抗
を
糧
に
、
普

遍
的
価
値
の
う
え
に
新
社
会
を
構

想
す
る
思
考
が
模
索
さ
れ
て
も
い

た
。
外
来
で
は
な
い
こ
の
国
に
地

生
え
の
思
考
が
育
ま
れ
る
契
機

は
、
し
か
し
、
皇
国
主
義
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
席
巻
の
な
か
で
影
を
潜
め

て
い
く
。
帰
結
の
一
つ
は
、
今
も

続
く
第
二
極
の
不
在
で
あ
る
。

　

本
書
は
、そ
の
思
考
の
系
譜
を
、

吉
田
松
陰
、
中
岡
慎
太
郎
、
坂
本

龍
馬
、
福
沢
諭
吉
、
中
江
兆
民
、

北
村
透
谷
、
夏
目
漱
石
、
朝
河
貫

一
、
中
里
介
山
ら
に
辿
り
、
そ
の

画
期
性
を
歴
史
の
行
間
に
あ
ぶ
り

だ
し
た
精
神
史
的
試
論
で
あ
る
。

松
陰
の
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
大
和

魂
」
の
射
程
、
中
岡
と
坂
本
の
連

携
を
支
え
た
普
遍
感
覚
、
私
情
こ

そ
公
的
な
も
の
の
源
泉
で
あ
る
と

見
た
福
沢
、『
こ
ゝ
ろ
』
で
「
先

生
」
の
殉
死
に
託
し
た
漱
石
の
抵

抗
、
介
山
『
大
菩
薩
峠
』
が
描
く

明
治
が
こ
な
い
世
界
―
―
。

　

彼
ら
の
未
成
の
思
考
を
紡
ぎ
直

す
こ
と
。
そ
の
切
実
さ
を
、
幕
末

の
経
験
は
我
々
に
教
え
て
い
る
。

［
日
本
近
現
代
史
・
日
本
思
想
］

（
四
六
判
・
320
頁
・
三
六
〇
〇
円
）

（２）パブリッシャーズ・レビュー2017 年（平成 29 年）12 月15日 第 61 号

ピ
ア
ソ
ン　

あ
る
期
間
に
生
ま
れ
た
す
べ
て
の
赤
ち

ゃ
ん
の
生
涯
を
追
跡
す
る
コ
ホ
ー
ト
研
究
。
そ
の
成

果
と
研
究
者
の
奮
闘
。
大
田
直
子
訳　

四
六
〇
〇
円

ア
ー
レ
ン
ト　

不
朽
の
大
著
を
最
新
研
究
も
反
映
し

読
み
易
く
し
て
送
る
。１
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
四
五
〇
〇

円　

２
帝
国
主
義
・
３
全
体
主
義　

各
四
八
〇
〇
円

ヘ
イ
ガ
ー　

固
定
窒
素
と
い
う
化
学
史
上
最
大
の
発

明
が
生
物
圏
を
変
容
さ
せ
、
産
業
と
戦
争
を
駆
動
し

た
戦
慄
の
歴
史
。
渡
会
訳
白
川
解
説
四
四
〇
〇
円

東
京
・

文
京
・

本
郷
２

℡
〇
三
―
三
八
一
四
―
〇
一
三
一

（
価
格
は
税
別
で
す
）

「
治
療
す
る
の
は
声
」
で
あ
る
―
―
。「
精
神
科
医
が

も
の
を
書
く
と
き
」「
Ｙ
夫
人
の
こ
と
」「
精
神
病
棟

の
設
計
に
参
与
す
る
」
ほ
か
全
32
編
。
三
四
〇
〇
円

ガ
ワ
ン
デ　

医
療
に
は
な
ぜ
医
師
に
も
予
測
で
き
な

い
こ
と
が
起
こ
る
の
か
？　
『
死
す
べ
き
定
め
』
の

著
者
の
第
一
作
。
古
屋
・
小
田
嶋
訳　

二
八
〇
〇
円

生
島
美
紀
子　

交
響
曲
な
ど
千
に
及
ぶ
曲
を
世
に
送

っ
た
稀
有
の
音
楽
家
が
、
半
世
紀
余
の
沈
黙
を
へ
て

蘇
る
。
そ
の
生
涯
と
作
品
を
再
構
成
。
五
二
〇
〇
円

岡
田
温
司　

芸
術
形
態
、
テ
ー
マ
、
物
語
、
表
現
手

法
…
に
息
づ
く
キ
リ
ス
ト
教
を
西
洋
美
術
史
家
が
多

角
的
に
分
析
す
る
、
待
望
の
映
画
論
。
四
〇
〇
〇
円

イ
ン
デ
ィ
オ
社
会
史

ア
ン
デ
ス
植
民
地
時
代
を
生
き
た
人
々

ロ
ー
ス　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
移
行
期
を
代
表
す
る
建
築
家

が
縦
横
無
尽
に
語
っ
た
全
四
十
五
篇
（
本
邦
初
訳
多

数
）。
解
題
・
鈴
木
了
二
。
加
藤
淳
訳
五
八
〇
〇
円

網
野
徹
哉　

近
世
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
渦
中

に
あ
っ
た
ア
ン
デ
ス
世
界
、
再
創
造
さ
れ
る
イ
ン
カ

表
象
…
…
。
先
住
民
の
魂
に
触
れ
る
。
五
五
〇
〇
円

ム
ー
ヒ
ナ　

飢
餓
と
爆
撃
と
酷
寒
の
都
市
で
、
食
べ

物
と
言
葉
へ
の
執
着
が
命
を
つ
な
い
だ
。
16
歳
、
ぎ

り
ぎ
り
の
生
存
。
佐
々
木
・
吉
原
訳　

三
四
〇
〇
円

予
期
せ
ぬ
瞬
間

地
動
説
を
唱
え
た
科
学
史
第
一
級
の
古
典
全
六
巻
を

完
訳
、
他
二
篇
を
所
収
。
全
篇
に
精
緻
な
訳
注
・
解

説
を
付
す
。
高
橋
憲
一
訳
・
解
説　

一
六
〇
〇
〇
円

北
山
修
編
著　

英
国
で
精
神
分
析
に
出
会
っ
た
折

に
診
た
二
人
の
患
者
の
治
療
記
憶
。
北
山
理
論
の
出

発
点
。
飯
島
・
大
森
解
説
金
坂
他
訳
三
〇
〇
〇
円

理
論
家
か
ら
作
家
へ
の
移
行
期
。「
エ
ク
リ
チ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
の
変
奏
」「
で
は
、
中
国
は
？
」
な
ど

初
紹
介
の
全
二
三
篇
。
吉
村
和
明
訳　

六
四
〇
〇
円

ミ
カ
ー
リ
／
レ
ル
ナ
ー
編　

未
曾
有
の
外
傷
的
出
来

事
の
後
、
何
を
作
り
な
お
し
、
語
り
継
ぐ
べ
き
か
。

分
野
を
超
え
た
重
要
書
。
金
吉
晴
訳　

六
八
〇
〇
円

松陰から漱石、介山まで
精神史的試論

野口良平

《幕末的思考》

　

多
く
の
人
が
望
む
高
度
成
長

は
、
再
び
訪
れ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　

本
書
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
高
度
成
長
期
が
む
し
ろ「
例
外
」

で
あ
り
、
現
状
の
低
成
長
こ
そ
が

「
平
常
」
経
済
で
あ
る
と
い
う
見

方
を
、
戦
後
史
を
丹
念
に
た
ど
る

こ
と
で
、
裏
づ
け
て
い
く
。

　

戦
後
ブ
ー
ム
か
ら
オ
イ
ル
シ
ョ

ッ
ク
へ
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
生
ま

れ
た
オ
イ
ル
マ
ネ
ー
に
よ
る
金
融

危
機
と
政
治
の
右
転
―
―
一
九
四

〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

の
こ
の
巨
視
的
な
構
図
の
上
に
、

西
ド
イ
ツ
経
済
の
黎
明
期
を
リ
ー

ド
し
た
経
済
相
カ
ー
ル
・
シ
ラ
ー
、

Ｆ
Ｒ
Ｂ
議
長
と
し
て
七
〇
年
代
の

イ
ン
フ
レ
に
対
峙
し
た
ア
ー
サ
・

バ
ー
ン
ズ
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
を
主
導
し

た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
石
油
相
ア
ハ

マ
ド
・
ザ
キ
・
ヤ
マ
ニ
、ニ
ク
ソ
ン
、

フ
ォ
ー
ド
政
権
の
米
財
務
長
官
と

し
て
規
制
緩
和
を
進
め
た
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
サ
イ
モ
ン
と
い
っ
た
、
意

外
な
人
物
を
細
密
に
描
写
し
、
ひ

と
つ
の
原
因
で
は
説
明
し
つ
く
せ

な
い
経
済
の
実
相
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
の

は
、
左
右
を
問
わ
な
い
、
経
済
に

対
す
る
政
治
の
無
能
な
姿
だ
。
長

期
的
、
世
界
的
視
点
で
、
経
済
潮

流
を
把
握
す
る
た
め
に
必
須
の
一

冊
。「
モ
ー
レ
ツ
な
経
済
的
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
す
べ
て
に
対
す
る
、
有

益
な
解
毒
剤
だ
」
Ｐ
・
コ
リ
ア
ー

（
四
六
判
・
368
頁
・
三
八
〇
〇
円
）

ト
ラ
ウ
マ
の
過
去

産
業
革
命
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で

レ
ー
ナ
の
日
記

ラ
イ
フ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

７
万
人
の
一
生
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と

斎
藤
眞
建
国
以
来
現
在
ま
で
を
貫
く
ア
メ
リ
カ
を

理
解
す
る
た
め
に
。
植
民
地
期
か
ら
外
交
・
戦
争
・

大
統
領
な
ど
、
第
一
人
者
の
遺
稿
集
。
五
五
〇
〇
円

ポ
チ
ョ
ム
キ
ン
都
市

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
訪
れ
た
私

は
、
麻
薬
産
業
の
恐
ろ
し
い
供
給

面
を
目
撃
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
し
て
、
麻
薬
密
売
に
つ
い
て
書

け
ば
書
く
ほ
ど
、
麻
薬
ビ
ジ
ネ
ス

が
組
織
的
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
ジ
ネ

ス
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
は
じ
め
た
。
…
蒸
し
暑
い
独
房

で
一
味
の
支
配
す
る
縄
張
り
の
広

さ
を
私
に
自
慢
し
た
エ
ル
サ
ル
バ

ド
ル
の
極
悪
ギ
ャ
ン
グ
の
ボ
ス
は
、

合
併
を
発
表
す
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
よ
う

な
口
ぶ
り
で
、
抗
争
中
の
ギ
ャ
ン

グ
の
手
打
ち
に
つ
い
て
陳
腐
な
台

詞
を
並
べ
た
。
ボ
リ
ビ
ア
の
コ
カ

農
民
は
、
商
業
園
芸
家
の
よ
う
な

自
負
と
専
門
知
識
を
ひ
け
ら
か
し

な
が
ら
、
コ
カ
に
つ
い
て
興
奮
気

味
に
話
し
た
」「
麻
薬
カ
ル
テ
ル
の

運
営
を
理
解
す
れ
ば
、
彼
ら
が
繰

り
出
す
次
の
一
手
を
予
測
し
、
税

金
や
人
命
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な

く
企
み
を
阻
止
し
や
す
く
な
る
。本

書
は
麻
薬
王
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
・

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
あ
る
と
同
時
に
、

彼
ら
に
勝
つ
た
め
の
攻
略
マ
ニ
ュ

ア
ル
で
も
あ
る
の
だ
」（
本
文
）。

地
を
這
う
取
材
と
最
新
の
学
術
成

果
を
結
び
付
け
、
麻
薬
取
引
を
経

済
学
的
、
経
営
学
的
に
分
析
し
た

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
。［
経
済
学
］

（
四
六
判
・
296
頁
・
二
八
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房
新
刊
（

2017
・
８
～
11
）

映
画
と
キ
リ
ス
ト

完
訳

天
球
回
転
論

地を這う取材と
最新の学術成果

トム・ウェインライト

《ハッパノミクス　麻薬カルテルの経済学》
千葉敏生訳

　

初
期
著
作
二
篇
、
半
世
紀
ぶ
り

に
新
訳
の
登
場
で
あ
る
。

　

ユ
ダ
ヤ
人
共
同
体
か
ら
破
門
後

の
ス
ピ
ノ
ザ
が
、
デ
カ
ル
ト
と
は

異
な
る
独
自
の
方
法
論
を
展
開
す

る
未
完
の
書
『
知
性
改
善
論
』
と
、

後
年
『
エ
チ
カ
』
に
結
実
す
る
形

而
上
学
、
認
識
論
、
倫
理
説
を
説

く
『
神
、
人
間
と
そ
の
さ
い
わ
い

に
つ
い
て
の
短
論
文
』
を
、
そ
れ

ぞ
れ
ラ
テ
ン
語
原
文
と
オ
ラ
ン
ダ

語
写
本
か
ら
明
晰
な
日
本
語
と

し
、
最
新
の
研
究
に
基
づ
く
精
細

な
訳
注
を
付
し
た
。
訳
者
に
よ
る

「
解
題
」
は
歴
史
事
実
と
文
献
学

か
ら
二
著
作
を
概
説
し
て
い
る
。

　

ド
イ
ツ
観
念
論
、
無
神
論
、
唯

物
論
の
み
な
ら
ず
、
現
代
思
想
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
哲
学
の

原
典
で
あ
る
。　
【
一
月
下
旬
刊
】

［
近
代
思
想
・
哲
学
・
倫
理
学
］

（
Ａ
５
判
560
頁
・
予
七
八
〇
〇
円
）

天
才
作
曲
家
大
澤
壽
人

駆
け
め
ぐ
る
ボ
ス
ト
ン
・
パ
リ
・
日
本

大
気
を
変
え
る
錬
金
術

ハ
ー
バ
ー
、
ボ
ッ
シ
ュ
と
化
学
の
世
紀
［
新
装
版
］

全
体
主
義
の
起
原　
新
版
［
全
３
巻
］

中
井
久
夫
集
４

統
合
失
調
症
の
陥
穽1991-1994

ア
メ
リ
カ
を
探
る　
自
然
と
作
為

ロ
ー
ニ
ツ
／

ゲ
ッ
デ
編

伊
藤
・
鈴
木
・

三
島
訳

《
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／

グ
レ
ー
テ
ル
・
ア
ド
ル
ノ

往
復
書
簡1930-1940

》

命
を
支
え
た
交
友

ゲ
ー
ム
ラ
イ
フ

ぼ
く
は
黎
明
期
の
ゲ
ー
ム
に
大
事
な
こ
と
を
教
わ
っ
た

ユ
ル
チ
ャ
ク　

ソ
連
崩
壊
と
は
何
だ
っ
た
の
か
？

後
期
ソ
連
社
会
を
内
か
ら
照
ら
し
、そ
の
謎
に
迫
る
。

ソ
連
を
知
る
必
読
書
。
半
谷
史
郎
訳　

六
二
〇
〇
円

ク
ル
ー
ン　

ゲ
ー
ム
が
意
識
の
流
れ
に
侵
入
す
る
感

覚
や
、
ゲ
ー
ム
と
子
供
の
親
密
な
関
係
性
を
内
面
か

ら
語
る
新
し
い
試
み
。
武
藤
陽
生
訳　

二
六
〇
〇
円

最
後
の
ソ
連
世
代

ブ
レ
ジ
ネ
フ
か
ら
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
ま
で

医
療
の
不
完
全
さ
は

乗
り
越
え
ら
れ
る
か

驚
き
の
読
み
や
す
さ
！　

と
絶
賛
。
そ
れ
ま
で
の
モ

ン
テ
ー
ニ
ュ
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
、
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
な
一
巻
本
。
宮
下
志
朗
編
訳　

三
〇
〇
〇
円

ノ
を
十
四
年
間
待
ち
続
け
た
孤
独

な
女
が
表
れ
る
。

　

困
難
の
中
で
人
間
の
つ
な
が
り

と
は
何
な
の
か
。
秘
密
の
情
熱
を

絶
や
さ
な
い
ま
ま
に
、
試
練
に
鍛

え
ら
れ
た
男
女
の
友
情
の
稀
有
な

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。［
思
想
・
歴
史
］

（
Ａ
５
判
・
416
頁
・
七
八
〇
〇
円
）

ロ
ラ
ン
・
バ
ル
ト
著
作
集
８
［
全
巻
完
結
］

断
章
と
し
て
の
身
体1971-1974

モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
エ
セ
ー
抄
［
新
装
版
］

エ
ル
サ
レ
ム
の
ア
イ
ヒ
マ
ン
新
版

テ
オ
ド
ー
ル
・
Ｗ
・
ア
ド
ル
ノ

竹
峰
義
和
訳

《
模
範
像
な
し
に

美
学
小
論
集

》

晩
年
の
思
考
の
エ
ッ
セ
ン
ス

ス
ピ
ノ
ザ

佐
藤
一
郎
訳《
知
性
改
善
論
・
短
論
文

》

半
世
紀
ぶ
り
の
新
訳
成
る

《
日
米
地
位
協
定
そ
の
歴
史
と
現い

ま在

》

明
田
川
融

「
不
平
等
協
定
」
の
す
べ
て

　

沖
縄
・
普
天
間
基
地
の
辺
野
古

移
転
問
題
や
米
兵
に
よ
る
犯
罪
事

件
の
と
き
な
ど
に
常
に
取
り
沙
汰

さ
れ
る
「
日
米
地
位
協
定
」。
こ

の
協
定
お
よ
び
そ
の
前
身
で
あ
る

「
日
米
行
政
協
定
」
は
、
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
生
ま
れ
、
具
体
的
に

何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
。
そ
こ

か
ら
ど
ん
な
事
態
が
生
ま
れ
、
問

題
が
起
き
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
改

定
も
廃
止
も
さ
れ
な
い
ま
ま
現
在

に
至
っ
て
い
る
の
か
。
沖
縄
と
本

土
の
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
米
軍
属
の
一
次
裁
判
権
の
扱

い
や
日
本
政
府
に
よ
る
基
地
の
費

用
負
担
、
非
公
開
の
委
員
会
や
密

約
に
よ
っ
て
協
定
が
維
持
さ
れ
て

き
た
経
緯
、
ま
た
沖
縄
の
構
造
的

差
別
の
諸
相
な
ど
「
被
占
領
」
を

今
に
残
す
こ
の
協
定
に
つ
い
て
の

す
べ
て
を
、
過
去
か
ら
現
在
に
い

た
る
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
や
関
連

資
料
と
併
せ
な
が
ら
描
く
。

　

日
本
は
主
権
国
家
と
言
え
る
の

か
。
著
者
の
分
析
や
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
盛
り
込
ん
だ
、
日
本
全
域
に
影

響
力
を
も
つ
「
不
平
等
協
定
」
に

つ
い
て
、
第
一
に
読
む
べ
き
書
で

あ
る
。　
　
［
日
米
関
係
・
沖
縄
］

（
四
六
判
・
360
頁
・
三
六
〇
〇
円
）

レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
包

囲
戦
を
生
き
た
少
女

「
内
な
る
外
国
人
」

ア
ー
レ
ン
ト
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
か
ら
著
者
が
考
え
、

理
解
し
、
判
断
し
た
こ
と
は
。
最
新
研
究
を
反
映
し

読
み
易
く
し
た
新
版
。大
久
保
和
郎
訳
四
四
〇
〇
円

長
期
的
、
世
界
的
視
点
か
ら

マ
ル
ク
・
レ
ヴ
ィ
ン
ソ
ン

松
本
裕
訳

《
例
外
時
代
高
度
成
長
は
い
か
に
特
殊
で
あ
っ
た
の
か

》

　

二
十
世
紀
の
知
的
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

ャ
ル
ド
と
し
て
輝
き
を
放
ち
つ
づ

け
る
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
、
や
が
て
彼

の
盟
友
テ
オ
ド
ー
ア
・
ア
ド
ル
ノ

の
妻
と
な
る
グ
レ
ー
テ
ル
。
二
人

の
書
簡
180
通
を
初
公
刊
す
る
。

　

ナ
チ
党
の
政
権
奪
取
後
、
亡
命

し
た
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
を
グ
レ
ー
テ
ル

は
文
通
と
送
金
に
よ
っ
て
精
神

的
、
経
済
的
に
支
え
た
。
ベ
ン
ヤ

ミ
ン
は
読
書
や
執
筆
の
計
画
、
研

究
の
進
捗
を
書
き
送
っ
た
。
困

窮
、
孤
独
や
不
安
も
隠
さ
な
か
っ

た
。
実
現
し
な
か
っ
た
企
画
、
掲

載
さ
れ
な
か
っ
た
原
稿
…
…
手
紙

に
は
、
研
究
対
象
を
追
い
求
め
る

不
器
用
な
男
と
、
婚
約
者
ア
ド
ル

コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

天
文
学
集
成

Ａ
病
院

症
例
記
録

ダ
ン
テ『
神
曲
』講
義
［
新
装
版
］

今
道
友
信　

哲
学
の
仕
事
の
傍
ら
、
数
十
年
に
わ
た

り
『
神
曲
』、
文
献
な
ど
を
読
み
続
け
て
き
た
成
果
。

〈
詩
人
哲
学
者
〉
ダ
ン
テ
の
世
界
。
一
四
〇
〇
〇
円

《
ヴ
ィ
ー
コ
論
集
成

》

上
村
忠
男

第
一
人
者
に
よ
る
長
年
の
研
究
を
一
書
に

〈
ヴ
ィ
ー
コ
の
試
み
は
た
し
か
に

ひ
と
つ
の
新
し
い
学
を
基
礎
づ
け

よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
な
が

ら
、
同
時
に
そ
こ
に
は
、
そ
う
し

た
基
礎
づ
け
の
試
み
自
体
を
た
え

ず
自
ら
反
省
に
付
そ
う
と
す
る
姿

勢
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
わ

た
し
は
な
に
よ
り
も
魅
了
さ
れ
た

の
で
あ
る
〉（
本
書
よ
り
）

『
新
し
い
学
』
を
筆
頭
に
、
徹
底

し
た
学
問
批
判
を
展
開
し
た
イ
タ

リ
ア
の
哲
学
者
ジ
ャ
ン
バ
ッ
テ
ィ

ス
タ
・
ヴ
ィ
ー
コ
。
今
ま
さ
に
学

ぶ
と
こ
ろ
の
多
い
そ
の
透
徹
し
た

思
考
と
生
涯
を
研
究
し
て
き
た
第

一
人
者
に
よ
る
長
年
に
わ
た
る
論

考
を
、
一
書
に
す
る
。［
思
想
史
］

（
Ａ
５
判
520
頁
・
一
〇
〇
〇
〇
円
）

　

ア
ド
ル
ノ
生
涯
の
課
題
で
あ
っ

た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
芸
術
の
批
判
的
擁

護
の
論
考
を
中
心
に
、
映
画
論
や

自
伝
的
エ
ッ
セ
イ
も
収
録
す
る
。

遺
稿
と
な
っ
た
『
美
学
理
論
』
を

芸
術
実
践
の
面
か
ら
補
完
す
る
一

九
六
〇
年
代
の
論
集
で
あ
り
、「
規

範
」「
伝
統
」「
文
化
産
業
」「
芸

術
社
会
学
」「
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」

「
バ
ロ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
主
題
に

焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
音
楽
や
美

術
か
ら
建
築
や
映
画
ま
で
、
多
角

的
に
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
幼
年
時

代
の
回
想
や
旅
行
記
か
ら
は
、
他

の
著
作
に
は
表
れ
な
い
哲
学
者
の

プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト
な
側
面
も
窺
え

る
。
ア
ド
ル
ノ
晩
年
の
思
考
の
エ

▼
既
刊
『
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
／
ア
ド
ル

ノ
往
復
書
簡
』全
２
巻
ロ
ー
ニ
ツ

編　

野
村
修
訳（
各
三
六
〇
〇
円
）

ッ
セ
ン
ス
で
あ
る
と
と
と
も
に
、

ア
ド
ル
ノ
自
身
に
よ
る
ア
ド
ル
ノ

入
門
の
書
と
も
い
え
よ
う
。

［
哲
学
・
思
想
・
芸
術
］

（
Ａ
５
判
・
256
頁
・
四
五
〇
〇
円
）

■
オ
ー
デ
ィ
オ
ブ
ッ
ク
化
さ
れ
ま
し
た

オ
ト
バ
ン
ク
配
信http://w

w
w

.otobank.co.jp/

夜
と
霧　
新
版

フ
ラ
ン
ク
ル　

池
田
香
代
子
訳　
　
　

一
五
〇
〇
円

朗
読
・
辻
親
八　

再
生
時
間
５
時
間
19
分　

■
本
年
の
受
賞
図
書

〈
第
16
回
新
潮
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
賞
受
賞
〉

子
ど
も
た
ち
の
階
級
闘
争

ブ
ロ
ー
ク
ン
・
ブ
リ
テ
ン
の
無
料
託
児
所
か
ら

ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ　

大
好
評
７
刷　

二
四
〇
〇
円
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情
報
が
氾
濫
す
る
社
会
を
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
第
一
次
資

料
の
保
存
庫
で
あ
り
、
公
共
の
情

報
サ
ー
ビ
ス
機
関
で
あ
る
図
書
館

は
、信
頼
の
置
け
る
、身
近
な
情
報

拠
点
だ
。こ
れ
か
ら
の
図
書
館
は
、

図
書
の
貸
し
出
し
や
検
索
技
術
を

提
供
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、
利

用
者
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
導
く

と
い
っ
た
教
育
的
な
役
割
も
自
覚

的
に
担
っ
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
学
校
で
の
情
報
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
も
ま
た
喫
緊
の
課
題

だ
。日
本
の
教
育
現
場
に
お
い
て
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
重
要
性

は
意
識
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
の
情
報
通

信
技
術
を
使
い
こ
な
す
技
能
と
い

う
認
識
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
。
だ

が
、真
の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、

情
報
を
探
索
し
、
評
価
し
、
そ
れ

に
よ
り
自
分
の
問
題
を
解
決
で
き

る
能
力
、
さ
ら
に
は
そ
の
力
を
も

っ
て
批
判
的
思
考
を
展
開
で
き
る

こ
と
を
い
う
。
本
書
は
、
日
本
の

教
育
制
度
と
図
書
館
の
社
会
史
を

ふ
り
か
え
る
こ
と
で
課
題
を
浮
き

彫
り
に
し
、
今
後
ど
の
よ
う
な
改

革
を
な
す
べ
き
か
、
欧
米
の
学
校

の
動
向
と
比
較
し
つ
つ
方
向
を
示

す
。　
　
　
［
図
書
館
・
教
育
学
］

（
四
六
判
・
248
頁
・
二
七
〇
〇
円
）

《
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
の
た
め
の

図
書
館　
日
本
の
教
育
制
度
と
図
書
館
の
改
革

》

根
本
彰

教
育
機
関
と
し
て
の
図
書
館

　

晴
れ
て
い
よ
う
が
吹
雪
こ
う
が

会
え
ば
ま
ず
天
気
の
話
。
ひ
と
こ

と
話
す
に
も
独
特
の
ユ
ー
モ
ア
と

ア
イ
ロ
ニ
ー
。
キ
ス
や
ハ
グ
に
と

ま
ど
い
を
見
せ
、
謙
遜
と
控
え
め

な
表
現
で
感
情
と
本
音
を
包
み
隠

す
。
時
に
奇
異
に
、
時
に
冷
た
く

肩
す
か
し
に
も
感
じ
ら
れ
る
、
そ

ん
な
イ
ギ
リ
ス
人
の
実
体
と
は
？

　

パ
ブ
で
、
街
角
で
、
パ
ー
テ
ィ

で
、
は
た
ま
た
競
馬
場
で
、
人
気

人
類
学
者
が
体
当
た
り
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
あ
ら
ゆ
る

年
代
・
性
別
・
階
級
の
人
々
の
行

動
と
会
話
を
観
察
・
分
析
、
そ
の

底
に
あ
る
隠
れ
た
コ
ー
ド
―
―
ふ

る
ま
い
の
ル
ー
ル
を
導
き
出
す
。

　

パ
ブ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
群
が
る

客
の
中
で
注
文
を
と
っ
て
も
ら
お

う
と
手
を
あ
げ
て
ウ
ェ
イ
タ
ー
を

呼
ぶ
べ
か
ら
ず
。
チ
ッ
プ
が
わ
り

に
口
に
す
べ
き
あ
る
定
型
文
と

は
？　

パ
ー
テ
ィ
で
は
ビ
ッ
グ
ス

マ
イ
ル
で
握
手
の
手
を
差
し
出
さ

な
い
こ
と
。
近
づ
き
に
な
る
に
は

独
特
の
ル
ー
ル
が
あ
る
。
辞
去
の

際
の
延
々
と
続
く
挨
拶
合
戦
も
省

略
不
可
。
サ
ル
が
互
い
の
毛
繕
い

を
し
て
関
係
を
築
く
が
ご
と
く
、

女
性
に
は
女
性
の
、
男
性
に
は
男

性
の
、
関
係
を
円
滑
に
す
る
「
グ

ル
ー
ミ
ン
グ
・
ト
ー
ク
」
が
…
…

　

本
当
の
リ
ア
ル
な
イ
ギ
リ
ス
を

知
り
た
い
す
べ
て
の
人
に
贈
る
。

［
イ
ギ
リ
ス
文
化
］

（
四
六
判
・
224
頁
・
三
二
〇
〇
円
）

　

日
本
人
は
何
か
大
き
な
災
厄

が
あ
る
と
「
第
二
の
敗
戦
」
と

い
う
表
現
を
よ
く
用
い
る
。
そ

れ
ほ
ど
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦

は
日
本
人
の
記
憶
に
深
く
刻
ま

れ
て
い
る
。

　

敗
戦
は
、
自
国
へ
の
不
信
感

や
国
民
と
し
て
の
ト
ラ
ウ
マ
の

原
点
に
な
っ
て
お
り
、
し
か
も

こ
の
傾
向
は
、
敗
戦
と
は
実
質

的
に
無
関
係
で
戦
争
の
責
任
を

と
り
よ
う
も
な
い
若
者
の
世
代

に
重
く
の
し
か
か
る
。

　

本
書
は
ア
メ
リ
カ
の
同
時
多

発
テ
ロ
や
北
朝
鮮
の
核
武
装
、

日
本
の
再
軍
備
・
改
憲
論
争
を

ふ
ま
え
て
、
日
本
人
は
「
戦

後
の
分
岐
点
」
に
立
っ
て
い

る
と
述
べ
る
。
歴
史
論
争
は

喧
し
い
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て

国
内
の
亀
裂
は
む
し
ろ
深
ま

り
、
い
よ
い
よ
膠
着
状
態
に

あ
る
。

　

日
本
人
は
あ
の
敗
戦
を
忘
れ

た
わ
け
で
は
な
い
。
で
は
、
そ

の
汚
点
と
不
名
誉
を
ど
う
克
服

し
て
き
た
か
―
―
著
者
は
比
較

文
化
論
の
方
法
を
用
い
て
鋭
く

迫
る
。
家
族
や
学
校
、
学
校
教

育
に
着
眼
し
、
と
く
に
一
九
六

〇
年
代
か
ら
二
〇
一
〇
年
代
を

対
象
と
し
て
、
敗
戦
国
の
文
化

的
ト
ラ
ウ
マ
、
国
民
的
な
負
の

記
憶
と
し
て
の
敗
戦
、
さ
ら
に

「
敗
戦
の
文
化
」
に
つ
い
て
、

映
画
や
マ
ン
ガ
も
視
野
に
入
れ

わ
か
り
や
す
く
論
じ
る
。

　

日
本
人
の
敗
戦
の
記
憶
は
三

つ
の
類
型
に
整
理
さ
れ
る
。

　

第
一
に
、「
美
し
い
国
の
記

憶
」。
敗
戦
を
幸
運
と
し
つ
つ
、

勇
敢
に
戦
い
散
っ
て
い
っ
た
英

雄
た
ち
は
、
無
駄
死
で
は
な
か

っ
た
と
す
る
記
憶
の
あ
り
方
。

第
二
に
「
悲
劇
の
国
の
記
憶
」。

日
本
人
被
害
者
に
よ
り
そ
い
、

自
身
を
重
ね
あ
わ
せ
る
。
メ
デ

ィ
ア
や
家
族
、
学
校
と
い
う
日

常
に
見
い
だ
せ
る
、
民
衆
の
祈

り
、追
悼
の
文
化
。
最
後
に「
や

ま
し
い
国
の
記
憶
」。
日
本
の

帝
国
主
義
的
支
配
や
侵
略
、
搾

取
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
。

　

著
者
は
同
時
に
、
ナ
チ
に
抵

抗
し
た
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
を
正
史

と
す
る
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
と
ア
メ
リ
カ
、
第
一
次
大

戦
後
の
オ
ス
マ
ン
帝
国
な
ど
豊

富
な
比
較
事
例
を
示
し
、
議
論

の
新
地
平
を
開
い
た
。

　

戦
争
直
後
の
著
者
の
体
験
か

ら
生
ま
れ
た
疑
問
を
出
発
点
と

し
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
ま
な
ざ
し
に
映
し

だ
さ
れ
る
議
論
が
展
開
さ
れ
、

読
者
は
魅
惑
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ

う
。
翻
訳
も
秀
逸
だ
。

（
こ
す
げ
・
の
ぶ
こ　

山
梨
学

院
大
学
法
学
部
教
授
）
＊
日
本

経
済
新
聞
九
月
二
日
付
掲
載
の

書
評
に
加
筆
修
正

▽
橋
本
明
子
『
日
本
の
長
い
戦

後
―
―
敗
戦
の
記
憶
・
ト
ラ
ウ

マ
は
ど
う
語
り
継
が
れ
て
い
る

か
』
山
岡
由
美
訳
（
三
六
〇
〇

円
）
本
年
七
月
刊

書評コラム
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長い戦後》

山岡由美訳

を読む

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
い
え

ば
、
従
来
の
薬
よ
り
も
安
い
が
、

な
ん
と
な
く
不
安
だ
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書

は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
誕
生

か
ら
社
会
に
定
着
す
る
ま
で
を
は

じ
め
て
明
ら
か
に
す
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
と
は
、
先
発

薬
の
特
許
満
了
後
に
開
発
さ
れ

た
、
同
じ
効
き
目
を
も
つ
薬
の
こ

と
。
開
発
に
か
か
る
費
用
が
少
な

い
た
め
、低
価
格
で
販
売
で
き
る
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
先
発
薬
と
同

じ
効
き
目
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
「
同
じ
」
を
め
ぐ
っ

て
は
激
し
い
議
論
が
あ
っ
た
。
ジ

ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
先
発
薬
と
主
成
分

は
同
じ
だ
が
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤

な
ど
が
違
う
た
め
、
作
用
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ど

の
程
度
重
視
す
べ
き
も
の
な
の

か
。
互
換
性
の
根
拠
を
ど
こ
に
お

け
ば
よ
い
の
か
。

　

誕
生
し
た
当
初
は
い
か
が
わ
し

い
薬
と
み
な
さ
れ
て
い
た
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
薬
が
、
現
在
の
地
位
を
得

る
ま
で
に
は
、医
療
者
と
消
費
者
、

巨
大
製
薬
会
社
と
新
進
企
業
と
の

攻
防
な
ど
、
様
々
な
側
面
の
争
い

が
あ
っ
た
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
き

わ
め
て
社
会
的
な
薬
と
い
え
る
。

　

著
者
は
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ
プ
キ
ン

ス
大
学
の
医
師
。
本
書
は
「
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
の
歴
史
を
初
め
て
詳
細

に
述
べ
た
書
」
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
［
社
会
］

（
四
六
判
・
488
頁
・
四
六
〇
〇
円
）

『
中
東
国
際
関
係
史
研
究
』
を
完

成
さ
せ
た
ラ
デ
ィ
カ
ル
・
ヒ
ス
ト

リ
ア
ン
の
、
二
〇
一
四
年
ま
で
の

読
書
エ
ッ
セ
イ
を
集
成
す
る
。

　

政
権
交
代
で
誕
生
し
た
民
主
党

内
閣
が
、
東
日
本
大
震
災
の
試
練

を
受
け
、
自
公
連
立
政
権
に
復
し

た
後
、
習
近
平
が
中
国
主
席
と
な

り
、
中
東
で
は
Ｉ
Ｓ
が
樹
立
を
宣

言
し
た
時
期
で
あ
る
。

　

専
門
の
中
東
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連

書
か
ら
、
歴
史
学
、
哲
学
、
近
現

代
の
人
物
伝
、
小
説
ま
で
幅
広
い

書
目
を
通
し
て
、
著
者
は
現
代
世

界
を
遠
近
か
ら
見
晴
ら
し
て
い

る
。
学
問
と
政
治
リ
ア
リ
ズ
ム
と

い
う
複
眼
で
冷
静
に
状
況
を
分
析

す
る
姿
勢
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多

い
。［
中
東
・
国
際
関
係
・
歴
史
学
］

（
四
六
判
・
312
頁
・
三
四
〇
〇
円
）

月
刊
雑
誌

《
み
す
ず

》最
近
号
よ
り

《
歴
史
家
の
展
望
鏡

》

山
内
昌
之

答
え
る
知
恵
は
過
去
に
あ
る

最新刊あり、ベストセラーあり、古典的ロングセラーあり。

また、ただいま電子書籍でのみお求めになれる作品もござい

ます。2017 年 12 月現在、全 76 点の電子書籍を配信中です。

みすず書房の電子書籍

初
の
歴
史
的
考
察

ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
Ａ
・
グ
リ
ー
ン

野
中
香
方
子
訳

《
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
そ
れ
は
新
薬
と
同
じ
な
の
か

》

《
外
地
巡
礼
「
越
境
的
」日
本
語
文
学
論

》

西
成
彦

東
ア
ジ
ア
移
動
文
学
論

　

今
福
龍
太
「
ゴ
イ
テ
ィ
ソ
ー
ロ

追
悼
」
／
加
藤
典
洋
「
五
月
の

「「
戦
後
」再
考
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
思
い
出
す
」
／
ガ
ワ
ン
デ
「
漸

進
主
義
は
現
代
医
療
の
ヒ
ー
ロ
ー

だ
」／
ハ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン「
我
ら

見
し
ま
ま
に
」（
十
月
号
）。土
田
昇

「
大
工
道
具
屋
の
鍛
冶
行
脚
」／
岡

真
理
「
ヘ
ル
ウ
・
フ
ィ
ラ
ス
テ
ィ

ー
ン
？
」（
十
一
月
号
）。
山
内
一

也
「
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
し
た

ウ
イ
ル
ス
た
ち
」
／
ハ
ル
高
倉
や

え
「
夢
の
先
の
命
―
―
小
説
」（
十

二
月
号
）
ほ
か
。（
各
三
〇
〇
円
）

「
読
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」特
集
掲
載
の
一
・

二
月
合
併
号
は
二
月
一
日
発
行
で
す

　

ご
注
文
は
、切
手
四
一
〇
円（
誌

代
・
送
料
込
）を
み
す
ず
書
房
営
業

部「
み
す
ず
」係
へ
お
送
り
下
さ
い
。

「
冷
戦
の
影
響
が
深
く
刻
み
こ
ま

れ
て
い
る
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
歴

史
も
文
学
史
も
何
も
か
も
が
流
動

的
、
そ
し
て
進
行
形
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
れ
が
ま
さ
に
進
行
形
で
あ

る
こ
と
を
最
も
は
っ
き
り
と
示
し

て
い
る
の
が
各
語
圏
文
学
の
ま
さ

に
周
縁
に
位
置
し
て
い
る
マ
ー
ジ

ナ
ル
な
文
学
な
の
で
あ
る
。
旧
来

の
日
本
文
学
が
ど
こ
ま
で
も
定
住

民
の
文
学
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ

た
な
か
に（
…
）広
域
的
な
人
間
の

移
動
を
背
景
に
し
た
移
動
民
の
文

学
を
先
取
り
す
る
よ
う
な
さ
ま
ざ

ま
な
様
態
が
す
で
に
刻
み
こ
ま
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と（
…
）。
リ
ー

ビ
英
雄
や
楊
逸
や
温
又
柔
ら
の
華

華
し
い
登
場
は
け
っ
し
て
現
代
に

の
み
特
徴
的
な
も
の
で
は
な
い
」。

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
文
学
、異
言
語
・

異
文
化
接
触
に
よ
る
文
学
的
創
造

を
一
貫
し
て
た
ど
り
続
け
て
き
た

著
者
に
よ
る
日
本
語
文
学
史
書
き

換
え
の
試
み
。【
一
月
中
旬
刊
】［
比

較
文
学
比
較
文
化
・
日
本
文
学
］

（
四
六
判
312
頁
・
予
四
二
〇
〇
円
）

著者近影

大不平等
エレファントカーブが予測する未来

B. ミラノヴィッチ　立木勝訳　3200 円

子どもたちの階級闘争
ブロークン・ブリテンの無料託児所から

ブレイディみかこ　2400 円

エコノミックス
マンガで読む経済の歴史

M. グッドウィン　D. E. バー画
脇山美伸訳　3200 円

◆今年、配信開始した電子書籍

夜間飛行
　サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 1200 円
平和か戦争か 　戦時の記録　1
ある人質への手紙　戦時の記録　2
心は二十歳さ　戦時の記録　3
　サン=テグジュペリ 山崎庸一郎訳 各2200 円
三ギニー　ウルフ　出淵敬子訳 2200 円
詩心の風光　新版　片山敏彦　2400 円
谷中、花と墓地
　サイデンステッカー　山口徹三編 1900 円
ちいさなカフカ　池内 紀　1600 円
なじみの店　池内 紀　1700 円
無口な友人　池内 紀　1700 円
あだ名の人生　池内 紀　2000 円
寺田寅彦と現代　池内 了　2000 円
忘却の力　外山滋比古　2000 円
あたまの目　外山滋比古　1400 円
夜のある町で　荒川洋治　2000 円
知恵の悲しみの時代　長田 弘　2000 円
ブルームズベリーふたたび 北條文緒 1900 円

オシムの伝言　千田 善　1900 円
いのちをもてなす　大井 玄　1400 円
傍観者からの手紙　外岡秀俊　1600 円
通訳者と戦後日米外交　鳥飼玖美子 3000 円
読書教育　辻 由美　1900 円
ふるほん行脚　田中眞澄　1900 円
小さな町で〈大人の本棚〉
　フィリップ　山田 稔訳　1900 円
ミル自伝〈大人の本棚〉
　ミル　村井章子訳　2200 円

『悪霊』神になりたかった男 〈理想の教室〉
　亀山郁夫　1000 円

『白鯨』アメリカン・スタディーズ〈理想の
　教室〉　巽 孝之　1000 円
カフカ『断食芸人』〈わたし〉のこと〈理想
　の教室〉　三原弟平　1000 円
バッハ『ゴルトベルク変奏曲』世界・音楽・メ
　ディア〈理想の教室〉 小沼純一　1200 円
ランボー『地獄の季節』詩人になりたいあな
　たへ〈理想の教室〉　野村喜和夫　1200 円

＊電子書籍の価格は，希望小
売価格で表示しています

＊電子書籍全点のご紹介はウ
ェブサイトをごらん下さい
www.msz.co.jp/book/ebook/

◆現在、電子書籍でのみお求めになれる本（紙の冊子の書籍は品切または在庫僅少です）

「らしさ」はどこから来るのか
ケイト・フォックス

《イングリッシュネス 英国人のふるまいのルール》
北條文緒・香川由紀子訳

▽
ア
ン
ニ
ョ
リ
『
知
の
広
場
』（
本

紙
四
面
）『
拝
啓
市
長
さ
ま
、こ
ん

な
図
書
館
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
』

（
二
八
〇
〇
円
）共
に
萱
野
有
美
訳

ゲームライフ
ぼくは黎明期のゲームに大事なことを教わった

M. W. クルーン　武藤陽生訳　2600 円

全体主義の起原　新版［全 3巻］

H. アーレント　大久保和郎・大島通義・大島かおり訳
矢野久美子解説　①4500 円 ②4800 円 ③4800 円

エルサレムのアイヒマン 新版

H. アーレント　大久保和郎訳　山田正行解説
4400 円

10 月

9 月

9 月

7 月

7 月

3 月



　

患
者
と
治
療
者
、
病
院
が
同
時

に
被
災
し
た
神
戸
で
、
精
神
科
医

療
は
い
か
に
行
わ
れ
た
の
か
。
従

来
の
通
院
患
者
や
新
規
患
者
へ
の

対
応
、
避
難
住
民
の
ケ
ア
、
さ
ら

に
は
医
療
従
事
者
や
災
害
対
策
要

員
へ
の
配
慮
や
支
援
の
受
け
入
れ

の
問
題
ま
で
、
精
神
科
医
が
関
与

観
察
し
た
震
災
の
記
録
を
中
心
に

編
ん
だ
第
５
巻
。
そ
の
ほ
か
自
ら

の
執
筆
の
プ
ロ
セ
ス
と
心
理
的
経

過
を
分
析
し
た
表
題
作
、
河
合
隼

雄
氏
と
の
出
会
い
を
書
い
た
「
牛

込
・
晴
和
病
院
に
て
」
も
収
録
。

［
目
次
抄
］
近
代
精
神
医
療
の
な

り
た
ち
／
公
的
病
院
に
お
け
る
精

神
科
医
療
の
あ
り
方
／
阪
神
大
震

災
か
ら
の
教
訓
／
精
神
科
医
の
見

た
二
都
市
／
震
災
後
の
動
植
物
／

ス
ト
レ
ス
を
こ
な
す
こ
と　

ほ

か
。
解
説
・
最
相
葉
月
。【
一
月

上
旬
刊
】［
精
神
医
学
・
エ
ッ
セ
イ
］

（
四
六
判
352
頁
・
予
三
四
〇
〇
円
）

▽『
中
井
久
夫
集
』（
全
11
巻
）
既

刊
１
働
く
患
者1964-1983

２
家
族
の
表
象1983-1987

３
世
界
に
お
け
る
索
引
と
徴
候

1987-1991

（
以
上
各
三
二
〇

〇
円
）
４
統
合
失
調
症
の
陥
穽

1991-1994

（
三
四
〇
〇
円
）

（４）パブリッシャーズ・レビュー2017 年（平成 29 年）12 月15日 第 61 号

みすず書房・最近の重版より
ファン・ゴッホの手紙

二見史郎編訳　圀府寺司訳		  　 ¥ 5400
ライフ ･ プロジェクト

ヘレン・ピアソン　大田直子訳	 　 ¥ 4600
子どもたちの階級闘争

ブレイディみかこ　		  　 ¥ 2400
死すべき定め――死にゆく人に何ができるか

アトゥール・ガワンデ　原井宏明訳	 　 ¥ 2800
夜と霧　新版

V. E. フランクル　池田香代子訳	 　 ¥ 1500
エルサレムのアイヒマン　新版

ハンナ・アーレント　大久保和郎訳	 　 ¥ 4400
全体主義の起原　新版　1 反ユダヤ主義

ハンナ・アーレント　大久保和郎訳	 　 ¥4500
ヨーロッパ戦後史　［全2巻］

トニー・ジャット　森本醇・浅沼澄訳 各 ¥ 6400
エコノミックス――マンガで読む経済の歴史

M.グッドウィン D. E.バー画 脇山美伸訳 ¥ 3200
交換・権力・文化――ひとつの日本中世社会論
　桜井英治			   　 ¥ 5200

知の広場
図書館と自由

アンニョリ　インターネット時代
を迎え高齢化が進む社会で図書館
の役割は？ 萱野訳 柳解説 ¥3400

気候変動を理学する
古気候学が変える地球環境観

多田隆治　遺跡に刻まれた古代文
字を読むごとく気候変動の痕跡を
解く。協力・日立環境財団 ¥3400

グレン・グールド発言集
ロバーツ編 『著作集』と『書簡集』
に続く 46 編。その音楽と人物を
愛する人へ。宮澤淳一訳　¥6400

形式論理学と
超越論的論理学

フッサール　論理学の根本法則を
いかに現象学的に基礎づけるか。
中期の代表作。立松弘孝訳 ¥7400

　

10
月
に
社
屋
を
移
転
し
ま
し

た
。
旧
社
屋
か
ら
も
徒
歩
十
分
ほ

ど
の
距
離
な
の
で
「
新
天
地
」
と

い
う
感
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
は
と
て
も
気
持

ち
が
よ
く
、
職
場
環
境
が
変
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
機
一
転
と
な

る
こ
と
を
久
々
に
経
験
し
ま
し

た
。
気
分
よ
く
、
新
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
東
京
国
際
ブ
ッ
ク
フ
ェ

ア
が
中
止
と
な
り
、
来
年
も
見
送

ら
れ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
渡
っ
て
出
展
を
続
け

て
き
た
弊
社
と
し
て
は
と
て
も
残

念
に
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
同

様
の
イ
ベ
ン
ト
が
来
年
２
月
17
日

（
土
）・
18
日
（
日
）
の
二
日
間
、

朝
日
新
聞
社
の
主
催
で
、
東
京
・

汐
留
に
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
。
読
者
謝
恩
セ
ー
ル

や
作
家
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
な

ど
、
本
好
き
の
方
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
ブ
ッ
ク
フ
ェ
ア
に
な
り
そ

う
で
す
。
弊
社
も
出
展
い
た
し
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

引
き
続
き
話
題
の
書
籍
を
刊
行

し
て
ま
い
り
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
の
風
景
の
多
く
は
人
の
手

が
入
る
こ
と
で
生
ま
れ
、
長
い
時

間
を
か
け
て
作
り
出
さ
れ
て
き
た

里
山
で
あ
る
。
福
島
原
発
事
故
後

も
、
季
節
の
め
ぐ
り
に
応
じ
て
、

木
々
は
繁
り
葉
を
落
と
し
、
花
は

咲
く
。
人
間
だ
け
が
消
え
て
し
ま

っ
た
。

　

土
田
ヒ
ロ
ミ
は
日
本
写
真
家
協

会
賞
、土
門
拳
賞
を
受
賞
、戦
後
の

写
真
史
を
語
る
時
に
か
か
せ
な
い

写
真
家
で
あ
る
。
四
〇
年
を
か
け

た
ヒ
ロ
シ
マ
三
部
作
で
知
ら
れ
る
。

　

二
〇
一
一
年
六
月
、
彼
は
福
島

の
放
射
能
汚
染
地
域
に
単
独
行
を

開
始
し
た
。以
後
一
二
〇
回
通
い
、

同
一
地
点
（
約
三
三
〇
か
所
）
を

「
定
点
観
測
」
の
手
法
で
撮
影
し

た
。
何
年
も
か
け
て
く
り
返
し
撮

っ
た
写
真
を
並
べ
る
と
、
環
境
の

変
化
や
時
代
の
空
気
が
見
え
る
。

　

楢
葉
町
、富
岡
町
、飯
舘
村
、浪

江
町
…
…
あ
れ
ほ
ど
美
し
か
っ
た

福
島
の
自
然
が
、
二
〇
一
三
年
ご

ろ
か
ら
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
た
。

広
い
土
地
の
表
土
を
一
律
五
㎝
、

草
木
と
共
に
剝
ぎ
取
る
除
染
作
業

の
結
果
、
黒
い
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
グ

が
山
と
積
ま
れ
始
め
た
の
だ
。
複

雑
怪
奇
だ
と
い
い
た
く
な
る
事
態

が
じ
わ
じ
わ
と
進
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
写
真
集
に
写
っ
て
い
る
の

は
、
自
然
と
人
間
の
共
生
が
崩
壊

し
て
い
く
記
録
で
あ
り
、
豊
か
さ

へ
の
願
望
を
追
い
続
け
る
私
た
ち

の
未
来
か
も
し
れ
な
い
。
写
真
190

点
、
カ
ラ
ー
、
日
英
二
カ
国
語
併

記
。
【
一
月
下
旬
刊
】［
写
真
集
］

（
Ａ
４
変
196
頁
・
一
二
〇
〇
〇
円
）

み
す
ず
書
房

営
業
部
だ
よ
り

変容する放射線汚染地域の自然を
〈定点観測〉で撮影

土田ヒロミ

《写真集 フクシマ 2011-2017》

新装版

　

オ
ラ
ン
ダ
時
代
か
ら
オ
ー
ヴ
ェ

ル
時
代
ま
で
、
お
よ
そ
10
年
余
り

の
画
業
の
な
か
で
ゴ
ッ
ホ
が
求
め

つ
づ
け
た
の
は
、
絵
画
独
自
の
平

面
的
で
し
か
も
存
在
感
の
あ
る
空

間
表
現
で
あ
っ
た
。
ゴ
ッ
ホ
は
け

っ
し
て
独
学
の
特
異
な
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
な
の
で
は
な
く
、
西
洋
絵

画
史
の
正
統
的
な
画
家
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
20
世
紀
の
絵
画
に

与
え
た
影
響
の
大
き
さ
も
ま
た
、

計
り
知
れ
な
い
。

　

近
現
代
美
術
の
結
節
点
に
屹
立

す
る
ゴ
ッ
ホ
を
、
絵
画
の
モ
テ
ィ

ー
フ
と
技
法
に
精
通
し
た
画
家
な

ら
で
は
の
視
点
で
、
そ
の
造
形
的

要
素
と
内
面
性
表
出
の
両
面
か
ら

論
じ
尽
く
す
、
ス
リ
リ
ン
グ
な
ゴ

ッ
ホ
論
。
カ
ラ
ー
図
版
一
〇
〇
点

も
併
せ
て
収
録
し
、
絵
画
創
作
の

精
髄
に
迫
る
。　
　
　
　
［
美
術
］

（
Ａ
５
判
・
296
頁
・
四
八
〇
〇
円
）

▽「
ゴ
ッ
ホ
展
」東
京
都
美
術
館
で

１
月
８
日
ま
で
、
京
都
国
立
美
術

館
で
20
日
よ
り
▽
映
画
『
ゴ
ッ
ホ

～
最
期
の
手
紙
～
』
好
評
上
映
中

小
林
英
樹《
先
駆
者
ゴ
ッ
ホ

印
象
派
を
超
え
て
現
代
へ

》

「
あ
な
た
の
家
で
過
ご
し
た
二
日

の
間
に
、
そ
の
家
の
内
外
の
す
べ

て
の
構
造
に
指
令
を
出
し
て
い

る
、
類
い
稀
な
魂
を
称
賛
す
る
機

会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

し
あ
わ
せ
で
す
」（
ル
・
コ
ル
ビ

ュ
ジ
エ
）。

　

一
九
一
〇
年
代
半
ば
に
は
日
本

人
漆
職
人
・
菅
原
精
造
と
の
共
同

作
業
を
結
実
さ
せ
て
先
端
デ
ザ
イ

ナ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴
び
、
二
〇

年
代
に
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
も

称
賛
ど
こ
ろ
か
異
様
な
ま
で
に
執

着
し
つ
づ
け
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
住
宅

の
粋
「
Ｅ
１
０
２
７
」
の
生
み
の

親
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
の
気

質
を
貫
き
な
が
ら
「
建
築
」
を
模

索
し
つ
づ
け
た
そ
の
生
涯
を
、
晩

年
に
交
流
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
映
画

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
豊
富
な
図
版

を
駆
使
し
て
綴
っ
た
初
の
本
格
評

伝
。［
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
］

（
Ａ
５
判
・
336
頁
・
五
四
〇
〇
円
）

▽
映
画
『
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と

ア
イ
リ
ー
ン　

追
憶
の
ヴ
ィ
ラ
』

全
国
順
次
公
開
中　

そ
れ
は
嫉
妬

か
、
愛
憎
か
？　

巨
匠
ル
・
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
の
忘
れ
が
た
き
人
―
―

ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ
。
全
国
で

好
評
上
映
中
で
す
。
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
・
日
本
外
交
関
係
樹
立
60
周
年

記
念
事
業
作
品
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
生
誕
130
周
年
記
念
作
品
。

近
現
代
美
術
の
結
節
点
に
屹
立

みすず書房

近刊のお知らせ
2-4月の刊行予定から

福島第一　廃炉の記録　西澤 丞
捨て石としての沖縄、要石としての沖縄（仮）
　古関彰一・豊下楢彦
憲法 9 条へのカタバシス　木庭 顕
廣松渉の思想　渡辺恭彦
コリアン・シネマ
　イ・ヒャンジン　武田珂代子訳
ハリウッド映画と聖書
　アデル・ラインハルツ　栗原詩子訳
イサム・ノグチ　エッセイ　北代美和子訳
石を聴く――イサム・ノグチ伝
　ヘイデン・エレーラ　北代美和子訳

〈電気ショック〉の時代（仮）
　E. ショーター／ D. ヒーリー　諏訪太郎他訳
ウェルス・マネジャー　富裕層の金庫番
　ブルック・ハリントン　庭田陽子訳
クレーの日記［新装・葛西薫デザイン］高橋文子訳

（www.msz.co.jp/book/new/ にもご案内）

12 月

ピ
ー
タ
ー
・
ア
ダ
ム

小
池
一
子
訳

《
ア
イ
リ
ー
ン
・
グ
レ
イ

建
築
家
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
［
新
版
］

》

初
期
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
女
性
設
計
者

中
井
久
夫
集
５

［
第
５
回
配
本
］《
執
筆
過
程
の
生
理
学

1994-1996

》

災
害
が
ほ
ん
と
う
に
襲
っ
た
時
ほ
か
全
28
編

　

毎
年
こ
の
時
期
に
作
成
す
る
小

社
の
総
合
図
書
目
録
が
で
き
あ
が

り
ま
し
た
。
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
、
本

年
十
一
月
ま
で
に
刊
行
し
た
最
新

刊
、
シ
リ
ー
ズ
や
著
作
集
、
オ
ン

デ
マ
ン
ド
版
、
最
近
の
復
刊
、
電

子
書
籍
、
在
庫
僅
少
本
ま
で
、
た

だ
い
ま
出
庫
可
能
な
千
点
余
を
ジ

ャ
ン
ル
別
に
ご
紹
介
。
本
紙
添
付

の
ハ
ガ
キ
で
ご
請
求
下
さ
い
。

■
み
す
ず
美
術
カ
レ
ン
ダ
ー
2018

ご
注
文
は
お
早
め
に　

特
集
「
マ

ル
ク
の
ま
な
ざ
し
」で
す
。一
部
六

二
〇
円
と
送
料
手
数
料
の
計
七
〇

〇
円
を
切
手
に
て
、
み
す
ず
書
房

営
業
部
カ
レ
ン
ダ
ー
係
〒
113
―
0033

文
京
区
本
郷
２
―
20
―
７
（
移
転

し
ま
し
た
）ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

図
書
目
録

2018
出
来

■「
2011-

2017
フ
ク
シ
マ
土
田
ヒ
ロ

ミ
写
真
展
」ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

　

東
京
の
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で

来
年
３
月
７
―
20
日
（
ト
ー
ク
９

日
）、
大
阪
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン
で
４

月
５
―
18
日
（
ト
ー
ク
６
日
）

■
写
真
集　

西
澤
丞
『
福
島
第
一

廃
炉
の
記
録
』
３
月
刊
行
予
定

　

防
護
服
を
着
て
、
福
島
第
一
原

発
の
内
部
を
撮
り
続
け
て
い
る
写

真
家
が
い
る
。
現
場
作
業
員
の
目

線
で
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
を
追

っ
た
、唯
一
無
二
の
記
録
写
真
集
。

西
澤
丞
は
、
日
本
の
工
業
技
術
・

研
究
開
発
を
撮
る
作
品
の
数
々
で

知
ら
れ
て
き
た
。
未
公
開
写
真
を

含
む
一
五
〇
点
以
上
の
写
真
に
、

豊
富
な
解
説
・
図
版
を
付
す
。


